





 西之島は東京の 1 000 km 南、父島の 130 km
西に位置しており，伊豆小笠原海洋島弧の火
山島に数えられ，水深 3 000 m から立ち上が
る巨大火山である．また，西之島周辺の地殻
は 20 km に満たず，伊豆小笠原弧で最も地殻
が薄い“マントルに近い島”であり初期地球の
アナログと見なせる重要な研究対象である．








































ディープ・トウは，全長 3.7 m，幅 1.1 m，
高さ 1.6 m の直方体のフレーム構造となる．
運用できる最大の水深は 6 000 m であり，曳
航速度は 1 ノット程度である．主な搭載機器
として，3CCD カメラ，小型 CCD カメラ，水
中ライト，ストロボおよび切り離し装置など
があり，全備重量は空中で約 1 ton，水中で約
850 kg となる．図 2 にドレッジの概略図を示
す．ドレッジは間口が幅 360 mm，高さ 140 
mm，奥行きが約 500 mm の箱形である．間口
には内側にのみ開く木製の蓋，中央にはサン
プルの戻りを防止する板，後部は約 5 mm の
「TAIRIKU プロジェクト」大陸生成の新しい仮説と西之島における検証 
Fig.1 Picture of the Deep Tow and the dredge 








亡失しないように，3 本の ϕ4.8 mm ベビーリ
ンクチェーン（破断荷重 500 kgf）の吊り点の

























































Fig.4 Picture of the sampling from the dredge 
Baby link chain






Fig.3 Picture of the dredge on the seabed
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